
家の中でも飛ばして遊べる！④「手のりブーメラン」 

熊本博物館 
       

【作り方】 

「手のりブーメラン」 

① 右の図のような『形』を、使う予定のない 

「ハガキ（書き損じハガキ）」や「厚紙」など 

にボールペンでかきうつします。 

※ まずは、１辺が４ｃｍの正方形から かき 

始めましょう！ 

  ② 正方形の中央部分に、はば：８ｍｍの十字 

   をかきます（右上・右下・左上・左下には、 

１辺が 1.6ｃｍの小さな正方形が計４つ）。 

  ③ 十字 内の点線（…）は説明用です。本当は 

ボールペンで実線（－：直線）引きにします。 

④ はば：８ｍｍの十字の部分だけを残して、 

きれいに切ります。（※ 十字のまわりの 4つ 

の小さな正方形を切り取るといいですね！！） 

⑤ 十字 内の説明用点線（…）【本当は、実線引き】をすべてやさしく「谷折り」し 

写真のようにバランスよく形を整えたら完成です。きつく折ってはいけませんよ！

（完全な二つ折りなんて、とんでもありません！！）さあ、遊んでみましょう！ 

 

※ 遊び方のコツは、上の図のように『ブーメラン（の中心部分）』の真上：5ｃｍくらい 

まで口（くち）を近づけ（ブーメランの真上に口）、最初はやさしく「フ～～…」と息を 

ふきかけることです。ブーメランが同じ場所で回り続けるようになったら上手です！！ 

※ そこで（その後で）、「フッ！！」と強く息を吹きかけるのと同時に頭を起こします。 

  勢いよく飛び上がった「ブーメラン」を、やさしく手のひらでキャッチできたら上級 

者（手のりブーメラン遊びのプロ）です。 

                      

 

 

 

 

 

 

手で投げるのではありません。フッ、と息を吹きかけて飛ばす

『ブーメラン』です。飛んだらやさしく手のひらキャッチ!! 

くるくる回りながら落ちる様子は、まるでカエデの種子みた

い？！ 

手のりブーメラン 

まわりの４つの正方形 

（白の部分）を切り取る 
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ように折る 


